
Webアンケートを活用した居住者対象プログラム
～福岡におけるかしこいクルマの使い方を考えるプロジェクト～

須永大介・北村清州・牧村和彦（一般財団法人計量計画研究所）

中村俊之（京都大学大学院）   木村義成（国土交通省九州地方整備局福岡国道事務所）

プログラムの結果

・ クイズに回答することで、これまで気づいていなかった事実に気づき、クル

マ利用のイメージが変化。

・ 施策群の意識が6.6%向上しており（制御群は1.4%低下）、公共交通意識

の向上効果が確認された。

・ クルマ利用時間が6.1%減少、公共交通利用時間が12 .2%増加しており、

MM実施の効果が確認された。

・ プログラムを実施した3区合計で約3割の対象者がクルマの利用方法を見

直したと回答している。

・ 公共交通手段への転換割合が最も高く、公共交通利用に関する事実情報

提供の効果が確認された。

・ プログラム実施により得られた便益は合計で 759 万円であり、要した費用

は 201万円であった。

・ 費用対効果は3.8であり、プログラム実施による効果が確認できたことか

ら、これまでに実施したその他の手法と適切に組み合わせ、他区へのプロ

グラムの拡大を目指す。

【設問】小さなファミリーカー（車体価格100万円）を７年間使用する場合を考えてみましょう。
　　　毎月のガソリン代に１万円、駐車場に7千円程度かかるとします。１日あたりのクルマの維持費はどれくらいになるでしょう？

維持費はどれくらいになると思いますか？

⇒クイズの正解率は60.3％

クルマは、思ったよりもコストが
かかっていると思いましたか？

⇒76.8％がクルマはコストがかかると回答

クルマ利用とお金の関係について、
イメージが変わりましたか？

⇒50.7％がイメージが変わったと回答

クイズによる動機付け

意識・行動の変化

かしこいクルマ利用への転換

プログラム実施の費用対効果

平成24年 3月

楽天Webアンケートモニター（20 代以上）

　福岡市３区（東・西・南区）の居住者約13,000人

プログラムの概要

Webアンケート形式

　モニターにアンケート案内をメール送付

　趣旨に賛同したモニターがアンケートのURLにアクセス

平成24年1月：
　事前調査・動機付けアンケート・行動プラン

動機付けアンケート(クイズ)

 ・クルマ利用に関する事実情報提供

   - クルマ利用と健康

   - クルマ利用と環境

   - クルマ利用と安全

   - クルマ利用とコスト

 ・公共交通利用に関する事実情報提供

   - 都心部までの所要時間情報

　（居住地別に提供する情報を変更）

行動プラン

平成24年2月：事後調査

２

３

対象者

コミュニケーション手法

実施内容

アンケートモニター

日常（事前）の交通行動・意識の記録

13,203人

施策群1,800人制御群176人

コミュニケーションアンケート

事後の交通行動・意識の記録

施策群1,403人制御群140人

フィードバック（ニューズレター配信）

目的
　福岡都市圏では、道路混雑・環境負荷・交通事故等の

様々な問題への対応策として、平成17年度より福岡国道事

務所が主体となりMMを実施している。

　平成21年３月に、国、市、交通事業者、学識者による「福

岡モビリティ・マネジメント推進連絡会（Fuku-POMM）」

を設立し、順次、ＭＭの取り組みを拡大している。

　近年では、居住者・転入者を対象としたMMを実施して

いるが、今後の更なる拡大に向け、効率的で効果が期待で

きる新たなMM手法の構築が求められていた。
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クルマから他手段への転換
（施策群：事後）

クルマからの転換内容
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クルマの代わりに

電車やバスを使う

クルマの代わりに

自転車やバイクを使う

歩いて行ける場所に

目的地を変更する

いくつかの用事を

一度の移動で済ませる

同じ行き先の人と

一台のクルマで出かける
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プログラム実施の費用対効果
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